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.1J5まつり濁

催したくさん

ならまつり'95閉幕

-日時/綱粛

8月12日出 前在寮..・/J R...I!1It叫
粧 品 町トド/(O;:'J;!;1!::'-9--.時~

三厳遍 ~-JR・..嶋広. 午後 2時制品醐式の様、糊音輔のオープユング

繍奏で いよいよ'1.;"tつり%の開講師です.会掲で信 子
ど も 向 げ の さ 寸 ー Yで今川タ←ヨン E ーや聞はど

が.， フワフヲやヲリーパスケヲ酔はどのアレイヨーチ一

昨日間開oています，"ヒ叫しみの岨M一斉

に臨しヨ ←ヨー叫やたこ刊 〈じぴきといヲ噌叫

船 時 ζ らし免措崎わらねます.附ステ←何倍

.や周りの命描加ステージ令、 'H:.:Iつ肘ルトラクイズ

:W ~'~'Jタ掴岬川目、 OSKt~-;>h'"刊醐

帥Hプヨ o.←町、.の疫抑 ， 4...~ タ時迎えます.

.催し.肉

1・2・1闘

B月13日(日)・14日(月)
・会 場/平様車朱省大路路

e網輔副附醐

まつり最高潮
ならまつり'95

'・a"舗ー・舗

開 刷 午 後2附 .日日 b'H'b向 山 け タター

シ・ーなど緩々なイベント、 .腐がみんなを待合てい.す.

特投ステ Jで俗都民..ステ クφ会嶋の人々が0"
てのJ・ンケン犬舎や.;聴いタレン酔シ ・ 、タ鋼が迫る」

ろに"、腐食本隊のヨン.-，があります.そして、むら傘

つりのラストを‘るの" 曹と光のパフ aーマンス ョ朱雀の

醐 .そして、グン叫Eにより、フけーレ叫え.す.

・植し車内

1・. ，附醐酬 別個間1醐1聞W網

一 円

冨
ν
ν
£z
 

i
 

u

・合
4

5d-

罵
，
}E

 

E 

N 

⑧ 

o 

白

〈碕衛調.視野〉

①近鉄奈良駅前パ'"賓のちぱ

②"奈良献醐たパスの'"

臨柑大寺酬口

⑥近鉄，凶前駅北口

零時 間同周辺 叫

草鳴がありませんのでつぎの無料

送迎バスを棺聞 して〈ださい.連行

は8月138.1W の2目聞で午後

2桝叫耐おき哨凱H ，

匡亘量~ .月四大あんど日レ同開車道旬ゆ融行肘ほ午後同~同H 咽瑚醐開削H ，

u 凶J.J:!H I 6 



衝しL唱優良の湿の風物情「ならまつり」 も
今年で七回目を迎え、盛りだ〈さA舟イベントでまもな〈開催します.

'"偏東朱雀大路"で" ヨ ヨつりやたこやきなどのあ庖や
各宿直イベントがみんなを待ってL、ます.

着陸t 子ども肉?の通産後飽鎗 {キャラクタショーー
紙芝居ーぬいぐるみ劇・フワフワー
フリ スローパスケット 紙ヱ作〉 もあります。
さあ、みん必で幽.叫オょう.

-前夜祭
・大あんどんパレード

《

"・6時か句，ープ品νグ-1<o-tc-"'-IJI:>; 1ート.者日大

総で、火鑑ζ ししr:*'f"JR・a・R嗣広.で朱‘ヲ.-，に

""七、...bI鎗'"唱，.
， ....-~u， "'.6剛掛から吋，ト~，'7 ・ー

マシスの後三象届・0から"・a・R嗣重で市農の乎づ〈。
...どんが掴勿が、""の音m ・n<o.<o9!~.。歩
..す.it:， JR制酬岨では刊帥聞から
1官民闘mーグ魚川~..." ~ ，，.ーバシプー耳決

定・院はどのイベントが.， バレードが合.，て 勉ら，う

り咽酬が、・'J..tO<'J'す.

0"寓内

ー
F 

{ 

..岨輔四-.. .. ... • 
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a

で

E
測

れ

て

生

活

し

て

い

る

員

f

H

3

・
a
賓
の
心
身
障
書
A
i
身
体
障
害
宥
手
帳
1

2
・
の
-
郎
)
の
状
.
，
に
あ
る
児
童
を
安
W

L

5

2

で

ま

i

s

f

i

i

t

E

児

童

品

開

堅
手
る
回
以
随
告
の
3
2
R
ま
で

の
人
の
こ
と
を
:
1・

た
だ
し
τ主

に

一
定

の

E

Z

Z

習

は
却
臨
ま
で
に
@
り
ま
す
・

め
肖
M
K
傘
傘
【
az
嗣
福
祉
学
傘
を
除
〈
}
陣

i

E

S

;

け

て

い

な

い

・

②
事
喰
6
M
平
ゅ
の
所
得
M
制
限
.
来
a
測
で
あ

る
・

め
悩
Y
重
M
V
循
笹
抱
取
に
入
所
し
て
い
な
い
・

⑥
話
相

ω年
8
月
1
回
以
陽
に
乎
4
2

の
支
給

要
件
ピ

骸

f

i

s

t

f

z

伝
い
こ
と
.

・
特
鋼
煙
車

心
身
に
重
度
A
身

S

Z

手

帳

1

2

a

署

員

三

ゐ
る
い
は
中
掴
度
(
身
体
陣
容
積
平
a
・
3

A-
a
の
一
-
・
療
育
手
帳
B
の
一
侮
V
の
隊

ま

t

z

告

の

児

号

苦

し

て

い

る

人

で

ま

i

a

i

i

で
i

t

。
単
威
6
与
ゅ
の
所
得
が
制
限
緩
表
前
で
あ

る
・

⑦
児
童
が
緬
他
諸
般
に
入
所
し
て
い
な
い
・

@
抱
玄
が
障
書
を
温
存幽
と
す
る
年
金
を
受
付

て
い
&
い
・

回
一昨
単
世
情
工
・
責
任
控
捕
者
田

園
田
輔
制
度
専
が
変
わ
り
ま
し
た

E

1

個
々

6
2
し
て
い
た
ま
酸

傭
ヱ
$
責
任
筏
術
嘗
の
祇
験
お
よ

σ・
新
規

E
昨
年
度
か
ら
宮
下
水
型
車
畿

一的
。
実
施
し
て
も
1・

om水
鹿
嶋
エ
・
賞
優
俊
樹
.
廻
鋸
鱒
寵
V

と
e
9
月
M
a
目
例
午
前
即
時
il午
後
4

3

i

鳳
i

f

セ

ン

タ

(
笹
原
術
大
久
保
町
)

V
E支
鶴
賀
繍
;;

f

i

l

i

-

-
i
i
E
g了

す

る
入

守
安
筒
幽
明

5
1γ門
〔
テ
キ
ス
ト
代

は
別
に
必
要

c
'歯切し
込
み

S
H
3
N

1
u

E

t

 

下

水

著

書

.

え
付
け
の
用
銀
?

m
a
へ

・
聞
い

宮
掌

E
ま

た
陪
繍
眼
下
水
道

ハ
今
住

Ae
0
7
4

3

5
⑥
2
8
3
 

0
v

へ
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園
特
別
式
抽
蝿
脊
軒

{取
得
分
}
由

園
申
告
制
付
ほ
今
月
中
に

i
f
i
l
l日

か
ら
平

成

7
a平
6
M
M
m
Nま
で
の
聞
に
宮
市
内
で
予
d

i
iし

た

;
i

自

8
1
・1
E
E

産量へ
一
住
宅
用
地
の
異
動
申
告
を

O
金
金
を
街
翁
増
錯
し
た
緬
合

i
iし

た

君

。
住
宅
が
滅
失
し
た
場
合

l
i
-
-
i
i
 

が
あ
A
Y

た
場
合

こ

f
l
i
t
s
-

を
し
て
い
ん
丘
〈
ニ
と
に
な
っ
て
い

i・

i
i
i滅

す
る
特
例
鍋
慣
が
あ
句
@
す
・
申
告
は
来
年

』

百

ま

で

に

・

L
tは
市
役
所

E
Eへ

・

E 

'" 園

i 
E 
喜
朗

自

き
す

E 
は
み
忽
さ
ん
の
値-u • 5 
し
を
支

る
大
切

手 "';;;0'1' スに ・・・・ み臼欄毎日 鍾 . 芯

ii!ii!iifj g zii!i21i g 
?!???fiiEizifftffiす

:;jjji5iii iiii!ij 
Hilfi-ii 果 ii字書21T

一言

語

署

員
を

1
2
z
i
f
l
 

E塁
策
調
査
を
立
て
も

1・

i
i
iの

君

主

要
な
も
の
で
す
・
調
査
の
た
め
資
薦
観
恨

の

1
i
i
iの

で

ご

警
告
お
願
い
し
ま
す
・

係
"
は
爾
董
貝
E
E
傘

"
っ
て
い

1・
ご
不

審

の

署

員

ま

求

め
て
く
だ
き
い
・
く
わ

し
く
は
市
役
所
資
艦
艇

冨
へ
・

-
泊
図
噂

-m
M号
前
官
住
宅
{
大
条
西

-了
H
2
き

の

第

元

住

宅

1
声

修

二

穐
住
宅
l
戸

-mm
号
島
市
青
住
宅
(
経
屠
台

一
了
目
}
の

-m-櫨
住
宅

I
n
--由
申
し
込

み

告

は

8
丹

市

計

百

五

還

は

お
日
・
申
し
込
み
奮
は
市
役
引
所
住
宅
管
理
鴎

E
告
白
書
で

8
4
?
?

憶
し
ま
す
・

4
tは

E
へ
-

園
乳
幼
児
医
療
費

園
聖
給
量
帽
値
目
更
新

8
月

占

か

ら

1
A
E対

象
と
し

i
i
iさ

れ

1・
i
i
;
iの

宮給付

i
2
K
T
E
S

T
y
-の
で

で

い

資

E
u

--;t 

t
i
t
i
 

j
i
l
lる

人
は
対
象
と
な
句
重
せ
ん
・

;
i・

一1i!1』i日

Eか
ら

.度aの困医民畠復寵
E薩区
e，
忍
た
は
院
.
蝶
厚
費
受
総
単
資R
絡
釘征邑
Mがv
 

zさ

Iれ2ま1すt.J;‘こ品』あの新
Tしい
匝
阪

E
t

険
占
釣n宥
ヘ
白
.. 送
し
宮
す
.

主

こ

の

E
Eに
政
当
す
る
の
は

ま
要
件
に

t
i
z・

2
L
T
E
E
E喜
E

j
け
て
い

f
i

ぜ
ん
・

《

E
e
i

j

。

厳
ず
る
家
艦
で
凶
開
餓
未
測
の
出
m-E(M開
・
に

i
zの

32Rま
で
の

児

童

も

;

:

蓄

し

て

い

る

人

及

び
そ
の
児
室
で
い
ず
れ
も
何
ら
か
の
健
康
保

検
に
加
入
し
て
い
る
人

a
E量
2
9健
康
保
険

R

印
鑑
等

〈
わ
L
〈
は
市
役
所
側
児
童
隈
へ
・

国
王
国
乙
ど
も
工
コ
ク
一フ
プ」

園
会
員
を
募
集

環
境
庁
は
今
年
度
よ
り
小
中
学
生
を
対

集
に
「
金
国
こ
ど
も
エ
コ
ク
a
ヲ
プ
」
を
発
足

さ

せ

査

の

ま

tて
も
ま
す
・
こ
の

2
J
F
E
Eが

Z主
き

也
管
の
領
集
や
タ
ウ
ン
マ
ヲ
プ
づ
く
り
と
い
9

た
き
ま
ざ
ま
永
原
嶋
健
金
活
動
を
グ
ル

プ
で
楽
し
み
会
が
ら
書
し
て

tう
と
い

i
の
で
す
・
ど

Eん2な首
詰
劃

1
tは

目白

分

1た

E%i
で
互i決

2め』
聞

目

:ω品侮

で
の
1
盆
牢
亭
周
?
す
.
九な悩
ω必ρ

入
A会
別
す
る
Lとι活

陶

Rの2手鵬
骨
け
と
主
令
る
主
金
貝
早
手
占
帳
パ
す

F;ソぷが

Eき
Iれ
1
.

i
;
Z
E人

12

2
?
1プ

・

2大

S
E

I--が
量

:
E
し
治

み
ι

市

atm・
環
境
交
通
疎
で
噂
繍
・
・
交
付

言し

1
・

一審
に固
つ
主
を
聖
園長す

i
t
u飼

育
に

1

2引
殿
"
を
符

J
u-
-

E
t
i
i
i
i
 

2
4
2
t
Zは

鎗
で

1
2

4連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い

i径

の
こ
と
v
・

。

一
家
庭
白
日
ポ
ス
タ
ー

z

i
i
;
 

い

2
2
2
2
3lz
t

i
:す

E
市

在

住

ま

2

2生

v
m
a陪

j

四
つ
切
除
制
剛
別
級

v
-
s旬
自

由
?
す
が

U
が
れ
た

;
;t

も
の
は
き
け
て
く
だ
さ
も

・・
園
事
に
入

n

ze
文
字

小
学
3
年
生
以
下
は

『
か
て
い
の

日
」
、
小
学
4
年
生
川
以
上
は

『家
庭
の
回
毎

月
第
3
日
曜
日
」

'
応
.
，

j

往
歳
、
氏
名

学

校

名

草

主

F
f
l
i固

ま
で
p
h
甫
役
所
程
会
級
自
宵
寝
へ

(で
8
る
M
だ

け

z
s
c
i
L
T
iv-
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〈
ゐ
し
〈
は
同
震
へ
必
問
い
合
わ

?
n

吾、
.催

し
• 
教
室

園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

・
5
B
E
T-

・
22270

!

?

ィ

ア

ス

ク

i

盆

m

・とe
8月
幻
目

ω
w
m日
仰
い

ず
れ
も
午
前
W
時
tl

午
後
3
時

マ
肉

8

1
i
dア
の
重
量
の
霊
と

2

1
2
i
t躍

で

き
る

入
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

o
E
Z
S
E

r
veし

込
み

は
が
き
6
住

所

氏

;

z

i

-

-

日
ま
で
に
岡
セ
ン
タ
ー
、

.5
6可

.

圃
総
古
福
祉
セ
ン
タ

-
zi--

-
Z
1
0
Fi
1
3
 

草
色
虫
剤
ラ
ン与アイ
ア
鍵
磁
の
た

e
m初
回
駆
.

首
会喜

朗

の

T
A
7日
1
日

剖

日

.
温
水
岨
日
午
前
足

1
Z-日
た

だ
し
附
月
日

H
R
n
B
i
z

f

i
!u
z
i水・
2

?
里
i
E-M幽・
た
だ
し
附
月

HHHHnuu休
織

'
対
康

市
在

健

在

勧

を

2
4
5人
'
申
し

込
砂

は
が
さ
ドト
伶
断
、
氏
名
年
前
竃

酎
番
号
性
別
刷
ま
た
ほ
復
の
‘
市
内

在
血
復
学
者
は
そ
の
凶
宿
舎
.
い
て

8Rm

H
ま
で
に
必
着
で
開
セ
ン
タ
ー
へ
・
多
い
場

合
川
幅
値
沼
運

車
4

・
み

【締
針
V

検
量

と
e

9
R
i

l
i
-
-

i
E午
・
た
だ
し
9
M
M
円

HHn3U

E 

M
g
u休

am-
--肉

e
-健闘
手
掴
み

の
ua
本

セ

タ

・・
対
象

市
在
住
の

心
身
.
剛
容
奮

5
人

・・
昼寝

a斜
白
…一斜
・
た

だ
し

i

z

!

i

倒

m

.，
由甲
し
溢
hw

住

所

氏

名

e

・

3
;
i
1
1
1
 

か
備
え
付
け
の

E
z
f
I
n
n
-

で
に
問
h
C
J

タ
1
へ
・

J4主iYZ監 応

iiifiif聖

j出

| 中央公民館主催事業 .

クラシック音楽入門講座

8
月
時
日
t
B
引
目
隠
市
県
民
税

(擁
2
期
分
)

ι 

i

E
Z
Eに
関
す
る
量

的
な
量
産

i

z
i

斜

テ
争
ス
ト
代
2
予
期
内

.，
a
申
し
込
み

A
-
1
-
Z
E
E
E
 

{
入
条
五
丁
目

E
@
1
l
g
l
v
備
え
付

け
の

Eで
E
aへ

・

園
膏
少
年
児
直
会
館

圃

干
閣
笥
木
市
齢

二
一

nxu

-

g
鯵

7037

5し
い

z
i
i

s
i
i
!
 

時
半

A9
2
1休
み
)
・
日

E

E
R

小
学

S

6
等
生
話
人

i
i
f
 

7
?
u
Z
E
E
-日
午

?

"

学
ll
g

均
専
〔
日
月
幻
自
は
休
み
コ

目
隠

.

.
 
属
鹿
市
在
住
在
慰
で
お
鍵
ま
で
の
宥

与
位
。
人

初t者向"州内o.包として 実際の割前袋をまじえて観
しめる告幾入門鏡監を開らiきます
と を 9月2自-t1月"凶の原則として毎月第 1

3土曜日の午前向憐一正午. .嗣
中央公民館，.，足..箪

成人'"人0'ヰ
往 復は吋晴酔酬明輔官

官話.号を禽いて 8月'"日までに必若で中夫

公民鎗，.ωo上=条町" ‘ e③ 65 0 6) 
へ.はがき"刻こは限h 多も蜘" 帽

~クラシック"むずかし〈ない~

ヨ
貝
幽
軒
み

と

闘
凶

と
定

aze

の
納
期
で
す
。

タ"ノヲタ帥咽史

ピアノの"・とアンザ
シアル哨Lみ

会
閉
し
品
診

は
が
き

E
E
E
E

2
S
E醤

t・
い
で

8
2

2
E
E
t
f
害

u
z
J

t
i
t
i
-

-
負
担
G

-
中
央
図
書
館
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，
鴎
煎
匂
総
監
二
八

-
Z
8
1
 

i
s
a
Eし
犬
舎

を

8

月
U
目
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後
1
臨
時

lI2且野手

・・
と
こ
ろ

2
1
f
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T
E車

体
町
}

守
内
曹

夏
向
島
の
こ
わ
い
お

断

人

形

劇

飯

芝

居

Z
I
Z

i
無
精
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込

み

不
要
・

得
会
場
ヘ
・
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圃
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ン
-
ア
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ィ
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園
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Z
有
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'
?
E
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A
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?
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-
想
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e
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1国
1日月げ

自
の
毎
週
S
H
E
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1
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日
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?
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・

1

1

r

i

i

 

E
ち

'z
・2

lズ

1
ル

-
s
?

"

自

f
ま
w
u
f
i倫
明
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い
て
s
・
の
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町
民
事
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セ
ン
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多
い
・
舎
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繍
渇
・
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語
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木
工
霊

と
e
s
n
n
日
偶
￥
前
9
時
l
i
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3
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A
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-
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o
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f
《
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‘
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l
u
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・
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:
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刷
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廿い1:ん忽学研都市現地学面金

.良 .・ *販の3附.‘ニ虫色が。て・.，きれて、

帽酎帥輔同市1:1;.12耐-;-(問問

.制区}から&.f>21闘の断酎...刊."主化

t-'II'al:， At..，時.t-..する銀い'11;>'d'!I'."f

れます...市酬も事閥復甜酎叫色村ゾー

〆に般定されて.旬 生涯拳智の-.，ヒして市民のみ，

'̂'ニ より酬を標。で，ら川叫臥...

'と1!"'9fl7目ω.酋9時単一ー午後3・・.
..曾情個掴時 午前9時患に(時刻.脊}司F・a薗
字削~1:fi!.

砂学酎帽 。年前の.，高山@イエンスプ，ザ蘭.帽

で.慣4・3・テーマ"r生..曹と.，鴫・S市J"'"・，.

. ，高11.1'1-....1:-;1.プ，nどを制帽}

・田 明'"平和問在住め山人

..c込.，....f主a値はがきピ位当民4旬、住周隆 氏1民 匁"
‘....i-.いて 8111'固までビe.'・でいず.かの公民

.へ."が."生1:1 A_IJ.多い・1¥"ll....
・四 川月日開催時.

平時耐公民鱒 (司hJl 惨事'闘 1日" 曾⑪57 1 1) 

事・..公民・. ，守'"然日了目'ー 】旬⑪96 7 7) 

.1軍事輯竃圃を募鏑

'"・附…昭嗣..月四一昭制掌刊 l目

(2) .....…岡山4月間一剛山'"

曹軍曹{鍋置を宮む)

(1) ..官山大 押酬

( 2) ，・.*"....~院医盛岡わ傘い

....・ (~IIIO)
倒優良'I'i.....(082001) 

または酬何時監師

171"凶 ば 8・
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'"闘い帥叫刷と岬医師会内思
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市役所宮34-1111拘 亨630

じ 同・ "lla¥l.t.Il人{岬受剛

生・労省経・・は除<) ・胴盆ー傾斜

同 し曲 一町・'"川山崎

.金隈重たj.I"'.'"シ'ーへ.

母 甥 敏重
....閥会情L( iII ':::L1 <t~... 

惨柚 晴 11*1• 2肝闘t1.."'t"4 
酎 0<.柑闘.，λ 同 し抽 …笹

al;l..H酬日嶋田軒
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n副肘同酬閥"トにu
酬ーγ削l 刻 、 小亀舶は叫
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断 固叩町一一
軸月間 時 I1 2 &) 

.....IiI..酬明 ・町 一

休日・・体回 復目'f.~'・.-，時事
醐 ・・関与山榊-"-115....

町一(::*13Il・刊
・E健をみ"ー肉 ・:~U 1 4・3

一 山…".-'f

..時'.
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(今年度より実錨)
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".."''''lI'. ~，ん"'るIII:C:"，・'"針
。.‘0'予.，れ.す.

紅-Jru."，"'ot耐岨醐

C. . .岬肘 Lけ .

.o!:.a.e.日…表1作創 ・欄

・0・祉の人 t岡崎< ) ・崎 町観・6山 印刷幡町舗H・M ・
叫叫に 叩( 内問畑町.た

f!L咽"上国師.-/lJi!1It"剛.
M ・叩のみー{・ L;，v.lfl・L

州 叫 し帥 ー闘で'"1111'''('
岬酬融制f::utrt."，，"，一、

丹

.・a岬畑町め，寸前略挺岬e
・，(L酒引の・H ん脚と同日聞で叫

し撃す.

"・u ・・，，，.陶実可'"ぜ寄金‘ニ"'
什叩判ん自抑制 11.:44

4訟のたのに隼1:-11:の・.".司r<<IIJ L 

"・レ..~y;ν・・，，，ポ， .μ 盆'‘・の@い

.・・eら・t，t Jで受げら仇，す.

.c.I!.t:o:d…""輔(様， "二関

住民検 It被結

自の健康相畿日及び機順の目

帽"I[.""I)!~I:刷...
一回《酬

川 山問問、3・H
日 輔副""，....，-1:..， -(..

酬醐肺""・坤・~ 0 2 ) 
帽 の目叩相川

山 一 山叩.食2ト川

健
康

績
惨
を
聖
け
ま
し
ょ
う

惨と

理

事

2
5品
-

b
u
-
-本
健
庫
軍
隊
董
可
鎗
積

-
が
ん
繍
惨
聞
が
ん
検
惨

+入

・
M
V
ん
検
.
，

a
M
V
ん
険
鯵
予

?
E
f
--

合
U
R
や
官
尽
省
庁
に

-mの
て
i

‘て

・
・
・
で
の
倹

-
e
e
"で
い
る
入

。
r
i
f
-

--R・事
&
け
て
い
る

A
U測
に

し
て
い
ろ
い
ろ
を

z
i

e行

9
1
1君
子
め

・
z
聞
に
愛
"
h
h
b
n
v

て
〈
ど
さ

、.
I
E
 

・
・
・
の
健
衛
a
・
向
上

L
て
お

町
倫
鯵
で
鋼
-
R
U
F
見
合
か
。
て

噂
幅
削
に
処
睡
を
昼
寝
吋
属
候
ペ
ル
気

に

E
L
t
t
t
iん

い
ま
す
・

償
惨
を
a
b
，
av

た
り
町
側
〈
与

が
ら
ず
じ

k
じ
か
〈
少
令
〈
と

も
年

-
p
f
Z
SI
-

-明晶
・
を
.
年
安
け
緩
リ
る
こ
と
に

よ
nv

て
・
畢
の
積
み
重
ね
が
で

き

安

Z
7
2
5
t

。
た
・
g
の
桶

'a--合
後
"
る

こ
と
で

F
t
-

l
bけ
で
寸
.

o 

...~ull・

!

"

ず

に

い

て

1

2
5で
・

1
2
5

i
i
i
iん

z
z
t
i
rる

の
に

で
ま
E
Eで
E
E

f
2
2っ
か
り

E

i
!
z
j
 

i
--i
-

し
て
ー
、
る

A
も
た
〈
さ
ん
い
ま

す
・

-
E
E
F
E
E
 

-
i
?な

。
た

ら
し
と

t
i品
2

1

・
こ
ろ
か
ら
・
取
で
健
康
保
険

号
長

Z
E
-
-
a

e
f
i
tい

と

い
う
A
に
多
〈
み
ら
れ
る
の
が

E
t，
て
い
る

i〈
わ
か

句
事
会
'・
検

--e一
固
で
も
受
吋

E
T
Eら
と
思
っ
て
列

企
で
会
り
ま
ぜ
ん
・

今

fい
ろ
い
ろ

&f

f
Jぃ
1
・
2
t

!
"
i
i
 

A
7

・



二段大鋸南一丁目，-，

ーナー国一
コ

伸一
の

町一康
問一
健

蜘ーが""'持けられf<t，t"，，，. 1 
1l "B捕の鋸入者など劃恥温かない

人は問自由Lで〈引い.

・この予附雀/1， !t ~f，，，，.，.暗闘

し.すので ，.間同日』耐震降州る

ことが"H~. .‘..町旬矢印泊

ることがゐれば築鑑を受1ft，!!!"慣則』

欄し婚時計てく出ぃ.

.開札1合同 市酬衛生銀、

E参
医..調で.. 舎で"サ.

'"・一抽以上の暗 唱開制
門..・以上t!tili咽四輔副量

管の入'j;/I!I剥(申し込み"に蜘し闘を!

川 し帥 … 闘 で 市 1 i"".fI::U保
健センターへ.

綾んが乳胃 がん
繍.，臥の温回検.です

H".-"JS・以よ句人{酬は除" ， 

闘 い 叩:UOOI'l.10肌"

".覆住民視参観.，世帯のλI.!"-偶"
Lol."""ド取し闘を} ・・レ帥軸
廿四日開市役醐暗または醐

.ン，ーへ ~ 1tI'ltI...."'. 9 "'''.-'0 .事.

'参検

か5だの悩みよる.. 欄殴
(章人鐸鱒淘にaーづく島ゆ圃脚種開0
・...っ、て 協みのある人Uご判例〈

目、 ー医酬陶臥転 4よよ

1す， 祖唱倉劃'帆1:1剛置..厳阪γ曙.酎量..  必崎也噌通樟肌量札LしH .
~ 1:t!-'-811叫肺後1・・ト岬 惨

とこる削船〆ト 哨 …ω
創刊人とその輔 ・唱し帥 闘

で岡"'''1一~

乳がん自己犠惨法鵬習会
汎がん自己脚H まLけ .

乳がん，..n ll'で.た噛nf，~-r~t'l
己輔が早期岳山間色村.甫剛健

."yトでは肺刷。，.がん自己峨

.，書留置金'"‘・して"11"..，合わ

..，岡4ヒンターへ.

成人病予防教 室

闘を'"愉射す措

市街JI.....n成人痢闘をや?た

人に対して受惨鮪療のヂー，ーを‘ tl:• 
. 阪管理についで考えます.

'とt!.. 8 Jlll!l(I!)午後』時半一・略字

H こる一間哨日 明 一 帥

間分税金{醐回高...聞

Kついで} 傑隆・医・"よる個別健康

相級 惨定員.，。人 18"''''合U拍遷】

同 ，帥 …往復IH'81酬J.<.;t;.'"

飢電街.号..分併合札分特舎での

質問内乱個2闘機の便利ド.".'て市

酬 欄v ト(ニ献酬一丁目 1脅

岬，[<人軒悶刷、 .蜘

切り…~J!，.四必・

麻しん{はしか)の予防嬢種
聴しん (ltLか)ワクチンの予防綱直径を

・2聞方弐で行いま守.・盤側盆".舗です

〈町 〉仰向性霊山

(副酎町村}③刊U'6MXI
，..叫草川子〔摘に温冊目付

舗み)で鎗a当日 a・7・6か".でm子

{ただし 今までに・隠しんの予防隻種を金

付式予瞬Lんにかかった子，..げられま

ぜん}

咽 間 前創刊日 (目瞳徒

出個師舗の悼図叫"

咽帽白山，..狸にi却を

遂町ますので通知・，待。て取.医・・

聞に符轟 簿置"'予約L予2臨調をもら。

て(f:.唇ぃ.

予約Mに" 温銅・と予.票母子健康

予制限を停って 子どもの・n.自のよ〈わ

かるλが嗣智子Lてく，きい.

It 検んが子
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院
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・

成人歯科健康栂鮫
桝田州副h:1tじH 目

札歯ゃ酬.<i， AI1..など1m.闘する

岨ーとのH人法相輔して(I!~\'.

・日 --llIl'A岬前町尚一軒 H 
日 制鴨川ー 明 .幡

町人とその柑 同 し帥輔で

闘.け一、 υ 

食中毒多発シーズン到来要注意

市民の声，市政に反映させようと

市叫毎年 「柏市品引、ての抽

調室jを業施しています.

今年は 8月初旬i住民.本白般か

ら酬..摘出した2歳以上の男女

川人を闘に調時晴送し:去す。

受け取ちれた人は枝問に回答，記入

のうえ名前時付に阿削捕

により返送してくださるようお願いし

ます.

この間咽闘の陥や閤 答 の 内

容が.，凧るし耐あり，ぜん

〈わし〈は市役所広・公聴認へ.

牌 711-9 月に創刊1t，~.治e多発し雄山ける桝劃多数発生し

ています.酬の多 (11，1tol>叩，眠不足台所開制叫の食品向検

帽する人の手術仙の食品開間後の間耐置などによる..酬の

付着唱婚が要凶になっています.食中毒多羅γーズJ をむかえ次のニ左に十

分注意して健康，家庭を第きまし£う.

食中毒防止3原則は

『清潔Jr迅速Jr加熱または冷却j
①食品の!Il1!"t周理は 中心.まで十分火を通しましーヮ.

②まな観 包了ふきんポールはいつも禽漢にしましaぅ.

cr欄置の"によ〈乎をお在、ましょろ

③命.. 駆の温度は'"以下に.

eν、エ ゴキブリの駆除をしましd .
輔副食叫，で長時間闘しないようにしましけ.

191 U.UM!H 

奮

闘 醐叶."8l1".

明 品。 創出色 ・聞週H
A欄"''''U 1叫』山て停泊宮崎..t"'.1"t.人Ul.lOOTl叫上国

酬 優 位 悶lUI...の川傾斜"

l;<."，，，，:.1.-仙 川 し帥…闘

で市健所府金銀重たほ保健全"一へ.



8 月 1 日-~ 7日は観光週間 f
旅行者にはあたたかく親切に銭しましょう F

国内外から奈良を訪

れる観光客は年1111およ

そ1，375万人。奈良市

は世界でも有数の国際

文化観光都市です。

奈良市では市民憲章

で「奈良は滑潔で平和

主主まち。旅行者にはあ

たたかく親切に接しま

しょう 。」と高らかに

i
f
i
-
-
2
 

0
 

同 一 一一 …そして
.個性のまちとして、住民誰もが誇りに思うこの歴史都市奈良

o iの魅力を、世界の多くの人に伝え、ともに参加し体験できる

'，'観光に努めましょう 。
可p

宣言しています。

i r国際会議等の誘致の促進Eぴ開置の円滑化等による国際観光の据興に関す・.iる法律J(コンベンシヨン法)の成立にと回い奈良市は「国胎蟻観光都
市Jに指定されました。

iI今後1<1、諸外固からさらに多くの観光客が訪れ 国際会議が開催されると
:が見込まれています。
s 
p・ 編集 後 配
置， 
a 

•••. !."'.tllllll'行.， f.: ~をが.時 a す. ~ ~ t ~ n ~.~.タ弓パ-，・，ど‘'"たが '111.1: 
州。てい‘f).'...η膏".でしえ.t:I:Itt.と.い幽"す (花}今月 11..5Q司"も今旧住で"・ e・ん

でみ 1"':. ..ff.1暗から小学生虫で 4tlilJl・eτも .、 1%t> /: -'''''''.Ilです '"  

週優..，膨 開制絢公. 療慶しみ九だより隠再生医を使用してい..，



第B回全国スポーツ・レクリエーション祭

スポL夕方5'95

総合開会式

とを '"~目幽正午~年傘2 ・，字

ところ燭J・・k筒抜‘{肱・.)

内宮 脅..温.現雀未 来 を テーマビ横倒

閉会式(リレーステージ)

とを壁 t同 3帥'Fa:J.酔-，桝

ところ眠文化舎鎗臨帰命 ル{量大施川町〉

内包次期開傭..・.鳳へ"レ します

ことち。ん

四国". 
. 命綱会式 "レ ステ ;n，‘6 往.，まが&I:.!I!'・. 住所

氏名 e・司.. 踊."返信用6も傭使..住所氏名}を・いて F

EのとこSち'""酎〈問、 .IH'& ! III吋 1人船.

・し曲完属会式_T叫』帥輔便局同町""["'4/]...タ.ら

則酎厩蛸6・へ
閉会式=司時身寄良中央a臨便局a・摘IIO!!-r '"ポレタ.ら

~J リレーステージ係

..切り 81111巴必着.多い渇舎は姐遁

聞.'台。ロ ・スポレク.らw・・局，n⑤0・."へ

特別行事 吋.州 川 ヘ 自由に蜘で示正1・
スポレクなら"捌g隆氏ともなも 次の特別行事.'.・，

れます，0闘に，掴で"す，

周札、合わ包 .スポレタなら"・a・局，n~‘ 3 5 ] ) 

¥;5 エキ祭テイング?ヲラザ
とき山畑、g閥 1閉山字刊‘"

ととろ 掲ノ・2・.公・中央広‘〈主主董町》
クルマyフzスタコーナ

日".t.."'#).~r.tt'・....，.)16"帽でH
M‘τH'ーすー

トニJ仙マーケット〉ナー

..の伝儀正..'り袋織 体厳及σ展示卸売や儒鱒

帽蜘・岡市コー←

コミコニケ-シヨンスク工アコ-ナ

..亀.暢拠.唯ぴ次朔掬値'県‘のa縛尊周.県拠な"の4各写鎗プ 3系えをE霞'劃』け? 
て博符帥出.肘慣附介

t.5・亜下Eアーパーク
と金 9胸刷、'"河川哨.岬ト四川

ところ ..公綱{曝庁前回a・3
~ o 経スポツ{ポ7 クス*ヲケー "ンポ'1:;，. 

知的叫・".紬.J~'" イペ
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ターゲットバードゴルフは 1俳優に 種でも

どこでも安全に机めるゴルフですトルは

ゴルブ'"とんど同じでポールについている

制働現により 後い，ころでもでき ます.パラ

ソルを逆さにしたようなホールに向かって 患

いて3きり門プ出るF 耐'".酬明酬

の方にはもってこいのとて色気持もの良いスポ

ーヅです.

グヲウ J ドゴルフは ゴルヲ，ァ bンジした

俵しい試みの程スポツで専用のク ラプポ

ルホルポスト・，使用して ゴルヲのよ

う1:，j(ールをクラブで打ち ホールインする ，

での刊を郎、合うものです.酬によって臨

鍾ゃポストの訟を自陶に般定でき ルールも簡

単なた" どこでも 櫨で也乎程。孤島しむこt
ができるスボーγです.

。

.応募方法

伎衝はがきに次のことを審νて市金閤スポーツ レタ.，エーシ.~祭事務局{司内紛奈良市二

条大賞爾 7目H 市役所内}へl刺し込んで〈だきい.

m.加イペント名{歴史街遁健康ウ宏一ク"コ ス名もa穂子ふれあい広場はグランドゴルヲ

かタ ゲツトパ ドゴルフの種目名も) ②住所 ③氏名 ⑥年鈴 ⑤性別 ⑥電衛書号

dゆ加入敏(視千グルプ個人でも噂し込みで怠ます}⑧越僧はが畠にも住所 氏名

節め切， [，月"自必宥.多い場合は鎗湿】

問札、合わてき 【市全閣スポ ツ レク ." シ 酒 ~祭..局(Ø@ I I II 内線 4 3 11 3) 

た"市役所体宥限 (U⑧ 11 1 1内線4371-3)へ]

ま



第B回全国スポーツ・レヲリ工ーション祭

「スポレヲならも5Jとは

f金阻スポーツ レクリエ-"'~/鍛J とは 一人ひとち，.それぞれの柑"酬
に応じて スポーツ レクリエーン割ノ揺動を療しみ スポーツ餐好著が交湖底を

擦めることを目的とする会酉規制，c生誕スポ ツの祭典です.

.，砲が昭閣ω11'-1山根暢でスタ トして その後毎年.遭府県や政令指定g

F怖を持ち園町で開値されています.

そしで もよbよ修8固の祭典'1>'，9月w口から"月 3固までの4困問 fわく
カ 生きるよろこびチ.レ〆ジやまとjをえロ ガJに奈良県で行われその

祭典釘安易を「スポレクならゆ'Jと時んでいます.

とを雪印月 l日僻即時学-，時

ととる鳳女化会鍾(量大路町)

定員 1醐人

内脅著名な文化人らがスポーッ レタりエーシ冒 ， レジ

ヤーなどの閥bり字、，，'量位。肉けでの生語スポーァ

のあり方をリピJ グルーム形弐で話し合います.スポ

ツ愛好者ド殿らず多〈の人々が興味会縛って聴

織，.加できる彫のンJポジウムです

と位演者三糊彰(作曲劃きん聞寛平(タレント)きん

チゃツタ ウィルソシ(タレJ ト}さん権回開時集(

元マヲソ〆オ"'"ピヲク選手)各ん 奥野史子(克

ンJ クロオリンピック盤予}ちん

.応募方注
往復はがきに侮便寄号 住所氏名、年前電話昏号

柑人観坤いて，.，で剛し込んで〈だ1きい.くわ

し〈は県スポレクなら 9事者局(曾⑫ 43 5 1)へ.
晦U込み~ "631l奈良中央誕便局私.縮m号

『スポしクなら'9sJo?ンポンウム.

鱒め切り 8月"日必着.多い栂舎は拘翠

Lil 

三叫ん

h 円'"ソ〉さん

と をき附"'回以午前7崎、正午{受付)

釣 渇布日グム周辺一衛(山辺郡山送付)

受付縄南側山さざなみ広場マタニ土橋て吻・2回開 制阿(ただし件 6~-!t以下は桝)

.加賀絡当日正午までに受付をした人.男女を

問L まぜん..掌6等生以Fの人は保

筆者喝吋ずさ怒って〈だ<'"'.くわしく

は 目本釣復興会奈良支M'''lA#きん

(D:1T98 3 2) ""-

関車.さん 制明言Yん

@ 



目に参加できます
E官軍曹京司F司E スポ ツ レクリエ ン銅ン聞係問惨などが一 …。ご…する事業です.

回運 ...10!l1園

司院

" 
名 集合場所・時間

" 加 料

" 
t買 申 し 込 み ー 聞 い合わせ

事血公園オ リヱ~テーリ ン 個人白血ー中央第三民週 ー個人の揮-，咽珂 割闘な C.当 B月"日までに必着で、個人目置は'掴

グ犬金 場{桂蓮町} 問 ただし中世 日書加もで. 申込書、書加斜(郵恒定園小高値)、逼

I担オ "，ンテー ')"グ協 -グループ申餌・県庁前広 主以ド聞円 ます. 借開封箇 '00円切子音砧り、量惜尭記入〕

金正岨1 場(畳止路町7 ーゲル ずの庫= 査向封Lて、グル ~"聞は、 書加申込

-豊付午前9時~同時半 無料 ただし当 曹を往.はがきι貼りつ"返信先壷曹い

白書加'"岬円 て県オ" ， ンザ リング也会『車良公園

大会」保(亨匝回国生駒市東旭ケ丘曹

9当腐j[己E置付けh

〈わし'"平輔高校の値島幸ん 'ft'
5lU)へ，

値庫ほのぼのウ章一，大壷 . ̂ ヨ ス=県庁前広場 • Iヰ 制限主 C.当 『日直檀会場へ.

I県豊け歩け也金主岨1 (畳止路町〉 白書加もでき 〈わ L< 1:同協会.宝庫きん〈盲目7442

若草111-揖ノ袖運動公欄 ます. 告曲目nへ，

午前日時半スタ ト

. ，コ ス・陸自大寺(西大

守芝町一丁目〕

平揖宮韓~禍/櫓運動公

園

午前自崎又タ ー ト

ゲ トゴルフ睡置大企 -高E町蝿民量動柚(高市 ， .酬)QI'J (悔富樫 駒勾在住者l却 8月"日までに必着で、書加申込書量

【日本ゲ トゴルフ協企 咽 郡高E町) 険料‘証金/t) 人 高耳目町暑膏署員会社企崎宵揮(干砧』

高町町主情1 雨天時宵底.)、学校・ 高 。l高市町高血町匝寛守叩宮3高取町リベ

..)、曹、世晶体育館 ルテホール内 官官74(52-3715)へ喝

ー午前官時

査員事陣膏者Zポ-":1・h -畢ι身障嘗占福祉.，ター 傾斜 一四 且月四日-，月"日ι、電話か7ァヲ ν

スヨ， (~~ン F ゴル 7他} 〈圃姐種田原本町] 人 l '1 で同.~タ (由。7<<31Xi3393、
I隈身体障害者スポー ァ協 -午前宮崎宇 '"日74tl(IDll岨)へ、

金主憧】

事イ チ令ーゲーム大牢陀の • }j露公割(宇陀郡大宇陀 調時円。ただし小 "同人.多い 日月31111までι、，，.ーま士は電話で贋

自鮪 町。 学生'"唱。円〈晦 場合は措置e 益圃-，ん(干""生駒師三揮町勢野西

【日本ネイチ守-，ム協会 -午積 1時 害保験料、世料代』 5-8-12 tI¥l74珂)7#7)へ.

止柑制作 イー副司会土櫨】

スポレ'"f.I: '" '95ふれあい . ""町三井直崎温柚 日帰円(恒害保憤 初心者~人 由月"日までに、電話.た同ファタゾ l

ヨヲ トフ，^テ ~ ， 1!~ ー午前I世主 軒含む〉 t小学生以下 リでレンタルポート内町石町書ん(官事

(0"守ト連盟主値】 は停輔相F菅斡 1441 F AX彊用〉へ吻

-作会場には刷『闘がありませんG庁公共山交通機問をご利川ください |目
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